を もってす りました。 すると、 棒の さきに 青い 火が と 

もりました。 

わたし は その 火 をろう そくに うつして やりました。 

「や、 ありが とうご 

といって、 うしかい は、 火のと もった ちょうちん を 牛 

のよ こ はらのと ころに つるして、 いってし まいました _ 

わたし は ひとりに な つ てから 考えました。 

—— わたしの ともして やった 火 は どこまで ゆく だろ 

う。 

あのうし かいは 山の 向こうの 人 だから、 あの 火 も 山 

を こえて ゆく だろう。 
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